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仕事をするか、が持っていた
合力K水の仕事量はグラで､ 考えられる_位置エネと考
えてよい
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国→回でえどの仕事を
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がどの堅が同じなことを確認）

よってBでは
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のエネルギーをもっているといえるのだ。

☒→回のときも同様に考えてまとめると

合力エネ
◦ ½mv21.で闇無.



A B I続き
（別蟹運動エネ+W全部

=後運動エネ
の式をたてて変形して
前力学エネ+W非保存力=後力学エネ

として、合力による位置エネを考えてもよい。

B→回と運動したとすると、

だがのないで
(U前-U後） （仕事はB→0だと負）

⇒ Imび+½/。+Kxclt½kでー/？-n/a=Im v2
）（

%

kx。=mg)

⇒きんび+2kt = I m v 2
T Y T o )KB

（セ）
VCY)

（シ （ス

同様に
四→回で立式したり、 四→回などで立式して
表のようになることを確かめてみましょう。


